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出町ゆかり

２
０
１
８
年
３
月
議
会

２
０
１
８
年
３
月
議
会

　
３
月
７
日
の
本
会
議
で
、
２
０
１
８
年
度
施
政
方
針
に

対
し
、
日
本
共
産
党
高
槻
市
会
議
員
団
を
代
表
し
て
、
中

村
玲
子
議
員
が
市
長
に
質
問
し
ま
し
た
。
そ
の
一
部
を
掲

載
し
ま
す
。

　
２
０
１
７
年
は
納
税
者
１
人
当
た
り
の
平
均
所
得
は
約
３
２
７

万
円
で
、
１
９
９
８
年
と
く
ら
べ
て
71
万
１
７
４
０
円
、
総
額
で

１
１
３
７
億
円
の
減
少
で
す
。
所
得
金
額
は
大
き
く
減
少
し
、
税

収
も
落
ち
こ
ん
で
い
ま
す
。

　「
市
民
の
く
ら
し
の
応
援
が
必
要
」
と
主
張
し
、
高
齢
者
施
策
の

削
減
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
の
廃
止
な
ど
、「
市
民
に
と
っ
て

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
ま
で
削
減
す
る
こ
と
は
問
題
」
と
指
摘
し
ま
し

た
。

　
65
歳
以
上
の
介
護
保
険
料
は
14
段
階
す
べ
て
で
値
上
げ
に
な
り

ま
す
。
年
間
の
収
入
が
80
万
円
ま
で
の
場
合
は
１
３
５
０
円
、
年

金
収
入
１
２
０
万
円
ま
で
で
も
１
９
５
０
円
の
値
上
げ
。
一
方
で

所
得
が
１
０
０
０
万
円
以
上
の
人
の
値
上
げ
額
と
比
べ
て
、
年
収

80
万
円
か
ら
１
２
０
万
円
ま
で
の
人
の
値
上
げ
率
は
２
倍
以
上
で
、

こ
の
差
は
大
き
い
と
指
摘
。
ま
た
、
市
独
自
の
介
護
保
険
料
減
免

は
１
人
世
帯
で
収
入
が
１
１
０
万
円
以
下
、
預
貯
金
が
３
５
０
万

円
以
下
と
い
う
厳
し
い
条
件
で
す
。
減
免
対
象
に
な
る
人
に
は
、

保
険
料
請
求
書
に
申
請
用
紙
を
同
封
す
る
な
ど
制
度
の
周
知
徹
底

を
求
め
ま
し
た
。
市
長
は
「
制
度
案
内
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
同
封
、

窓
口
で
配
布
し
て
い
る
高
齢
者
向
け
サ
ー
ビ
ス
ガ
イ
ド
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
、
引
き
続
き
取
り
組
む
」
と
答
え
ま
し
た
。

　
13
日
の
福
祉
企
業
委
員
会
で
も
、
き
よ
た
議
員
が
減
免
制
度
は

厳
し
す
ぎ
る
と
制
度
の
改
善
を
求
め
、
低
所
得
者
へ
の
保
険
料
値

上
げ
は
認
め
ら
れ
な
い
と
２
０
１
８
年
度
の
保
険
料
に
反
対
し
ま

し
た
。

代
表
質
問

市
民
の
く
ら
し
の
状
況

　
高
槻
市
で
は
２
０
１
５
年
か
ら
中
学
校
入
学
の
準
備
金
は
、
小

学
校
６
年
生
の
３
月
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
小
学
校
で
は
、

い
ま
だ
に
７
月
支
給
で
す
。
全
国
で
は
小
学
校
入
学
前
の
３
月
に

支
給
し
て
い
る
自
治
体
は
４
割
も
あ
り
ま
す
。
市
長
は
「
他
市
の

動
向
も
勘
案
し
つ
つ
、
検
討
す
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

就
学
援
助
の
入
学
前
支
給
を
小
学
校
で
も
実
施
を

　
市
独
自
の
制
度
で
あ
る
入
院
時
の
食
費
医
療
費
助
成
の
所
得
制

限
を
厳
し
く
し
、
対
象
者
を
大
幅
に
減
ら
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

新
年
度
は
ひ
と
り
親
家
庭
の
食
事
療
養
費
を
廃
止
し
、
16
歳
か
ら

18
歳
の
子
ど
も
が
対
象
外
に
な
り
ま
す
。
中
村
議
員
は
「
こ
の
際
、

子
ど
も
医
療
費
助
成
を
18
歳
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
が
必
要
だ
」
と

主
張
。
市
長
は
「
調
査
・
研
究
に
努
め
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

子
ど
も
医
療
費
助
成
の
対
象
拡
大
求
め
る

低
所
得
者
の
介
護
保
険
料
値
上
げ
に
反
対

　
40
市
町
村
20
万
人
を
対
象
に
し
た
調
査
で
は
、
所
得
が
少
な
い

人
は
高
い
人
に
比
べ
て
う
つ
状
態
が
７
倍
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
支
え
合
い
な
ど
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
豊
か
な
地
域

ほ
ど
健
康
で
あ
る
と
い
う
傾
向
が
で
て
い
ま
す
。

　
高
槻
市
に
は
市
バ
ス
が
あ
り
、
高
齢
者
無
料
乗
車
証
が
あ
る
こ

と
で
、
高
齢
者
が
出
か
け
や
す
い
条
件
が
あ
り
ま
す
。
高
槻
市
の

高
齢
者
は
大
阪
府
下
の
市
町
村
よ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地
域
づ

く
り
へ
の
参
加
意
欲
が
高
く
、
結
果
と
し
て
介
護
認
定
率
が
低
く

な
っ
て
い
ま
す
。
65
歳
以
上
の
１
人
当
た
り
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス
は
、

月
額
で
４
４
７
０
円
、
年
間
で
５
万
３
６
４
０
円
も
府
平
均
よ
り

費
用
も
少
な
く
す
ん
で
い
ま
す
。

　
市
長
は
「
今
後
も
引
き
続
き
、

高
齢
者
の
社
会
参
加
に
資
す
る
高

齢
者
施
策
の
充
実
に
努
め
る
」
と

答
弁
し
ま
し
た
。

健
康
格
差
を
改
善
す
る
市
の
施
策
の
重
要
性
に
つ
い
て

中
村

　れ
い
子
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国
保
広
域
化・保
険
料
値
上
げ
強
い
る
大
阪
府
政

市
は
法
的
根
拠
な
い
府
方
針
に
従
う
必
要
な
し

国
が
訪
問
介
護
の
利
用
制
限
を
ね
ら
う

本
会
議
質
疑（
３
月
８
、９
日
）

夜
間
休
日
応
急
診
療
所
の
今
後
の
あ
り
方
を
検
討

　
訪
問
介
護
に
関
す
る
国
の
改
正
の
影
響
で
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー

は
国
が
示
す
一
定
の
回
数
以
上
の
訪
問
介
護
（
要
介
護
１
で
月
26

回
な
ど
）
を
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
位
置
づ
け
る
場
合
は
、
そ
の
回
数
が

必
要
な
理
由
を
記
載
し
て
市
に
届
け
出
を
し
な
く
て
は
い
け
な
く

な
り
ま
す
。

　
国
は
訪
問
介
護
の
多
数
利
用
を
問
題
視
し
て
い
ま
す
が
、
国
自

身
が
行
な
っ
た
調
査
で
、
訪
問
介
護
を
多
く
受
け
て
い
る
人
の
８

割
が
自
宅
で
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
る
認
知
症
高
齢
者
で
し
た
。

そ
れ
に
加
え
て
近
隣
に
親
族
が
い
な
い
、
配
偶
者
も
要
介
護
状
態

な
ど
、
深
刻
な
ケ
ー
ス
も
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
宮
本
議
員

は
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
保
障
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。
市
は
「
訪

問
介
護
の
提
供
回
数
は
身
体
的
状
況
や
生
活
環
境
を
踏
ま
え
、
適

切
な
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
も
と
提
供
さ
れ
る
」
も
の
と
し
、
回
数
の

妥
当
性
は
「
総
合
的
に
判
断
す
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
国
民
健
康
保
険
条
例
の
改
正
で
は
、
大
阪
府
の
方
針
に
従
い
、

激
変
緩
和
期
間
の
６
年
間
で
、
府
が
示
す
統
一
保
険
料
に
合
わ
せ

る
た
め
に
保
険
料
の
計
算
方
法
を
変
え
る
と
の
提
案
が
あ
り
ま
し

た
。　
影
響
が
大
き
い
の
は
、
一
人
当
た
り
に
か
か
る
均
等
割
、

世
帯
に
か
か
る
平
等
割
の
割
合
を
変
え
る
こ
と
で
、
加
入
者
が
多

い
世
帯
で
保
険
料
が
値
上
げ
に
な
り
ま
す
。
た
と
え
ば
給
与
収
入

４
０
０
万
円
の
４
人
世
帯
（
大
人
２
人
、
子
ど
も
２
人
）
で
約
９

万
７
千
円
の
値
上
げ
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
市
独
自
の
減
免
制
度

は
「
所
得
の
16
％
を
超
え
る
保
険
料
へ
の
減
免
」
で
５
１
９
３
件
、

法
定
軽
減
適
用
世
帯
で
「
所
得
割
が
か
か
っ
て
い
な
い
世
帯
へ
の

　< 

お
わ
び
と
訂
正>

　
本
ニ
ュ
ー
ス
の
前
号
№
４
５
９
の
１
面
、
介
護
保
険
料
の

記
事
の
４
行
目
で
、
介
護
保
険
料
基
準
額
を
11
・
９
％
、
月

額
２
５
０
円
引
き
上
げ
と
の
記
載
が
あ
り
ま
し
た
が
、
正
し

く
は
「
５
・
２
％
」
で
す
。
こ
こ
に
訂
正
し
、
お
わ
び
申
し

上
げ
ま
す
。

減
免
」
は
１
万
８
６
２
２
件
が
受
け
て
お
り
、
２
つ
の
減
免
で
約

７
０
０
０
万
円
の
減
免
を
し
て
い
ま
す
。
府
の
方
針
通
り
に
市
の

減
免
制
度
を
６
年
か
け
て
廃
止
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
加
入
者
の

負
担
が
大
き
く
増
え
ま
す
。

　
市
は
府
の
方
針
に
固
執
し
て
い
ま
す
。
府

に
従
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
法
的
義
務
や

ル
ー
ル
は
な
く
、
中
村
議
員
は
こ
れ
ま
で
通

り
、
市
の
考
え
方
で
保
険
料
を
決
め
る
べ
き

と
求
め
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
耐
震
の
安
全
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
三
島
救
命
救

急
セ
ン
タ
ー
の
移
転
先
の
候
補
地
と
し
て
、
大
阪
医
科
大
学
の
敷

地
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
３
月
議
会
で
は
、
三
島
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
に
隣
接
し
て
い
る

夜
間
休
日
応
急
診
療
所
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
の
方
針

が
示
さ
れ
ま
し
た
。
同
診
療
所
は
深
夜
帯
な
ど
急
病
や
外
傷
に
対

し
て
、
住
民
が
安
心
し
て
診
療
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
小
児

科
の
広
域
化
で
、
茨
木
、
摂
津
市
が
加
わ
り
、
患
者
数
が
増
加
し
、

そ
の
役
割
は
大
き
な
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
診
療
を
、
引
き
続
き
実
施
す
る
こ
と
を
前
提
に
、
検
討

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
高
槻
市
、
島
本
町
、
医
師
会
、
大
阪
医

科
大
学
な
ど
の
医
療
関
係
機
関
、
小
児
科
の

広
域
化
で
、
茨
木
市
、
摂
津
市
と
連
携
が
必

要
で
す
。


